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杉並第一小学校等施設整備方針（案）について 
 

１ これまでの経緯 

（１）Ａ案の検討について 

○杉並第一小学校等複合施設の整備は、平成 26 年 3 月に策定した「区立施設再編整備計画

（第一期）（平成 26～33 年度）・第一次実施プラン（平成 26～30 年度）」の具体的な取組

の一つとして計画化した。 

○同小学校の現在地での改築を前提に、老朽化が進んでいる阿佐谷地域区民センター及び産

業商工会館等と複合化するため、学校関係者、地域住民等で構成する杉並第一小学校改

築・複合化検討懇談会の意見を踏まえ、平成 28 年 3 月に「杉並第一小学校等複合施設整

備に係る基本構想・基本計画」を策定し、その取組を進めてきた。 

 

（２）Ｂ案の検討について 

○平成 28 年 8 月、杉一小の近隣総合病院（以下「病院」という。）の運営法人とその地権

者から、病院の「けやき屋敷」への移転改築の意向が示された。これを受け、区では、病

院や区立施設の建替え、それに伴う道路基盤整備などは、地域のまちづくりにも大きな影

響を及ぼすものであることから、杉一小の現病院用地への移転・改築の可能性と阿佐谷地

域区民センター及び産業商工会館の整備のあり方（Ｂ案）について、平成 28 年度末まで

を検討期間として検討を重ねてきた。 

○平成 29 年 2 月末には、検討状況を「中間まとめ」として整理し、地域住民や関係団体等

に説明し、意見交換を行った。その後、引き続き、いただいた意見等も踏まえながら、検

討期限である 3月末までに区としての整備方針(案)を決定すべく、Ａ案との比較考察を鋭

意進めてきた。 

 

（３）検討状況報告・意見交換会等の実施状況 

 

平成 28 年 10 月 28 日 阿佐ヶ谷駅北東地区のまちづくりに関する意見交換 

平成 29 年２月 28 日 「杉並第一小学校等複合施設整備の検討」に関する意見交換会 

※杉一小改築・複合化検討懇談会委員対象 

平成 29 年３月２日  「杉並第一小学校周辺まちづくりに関する検討状況報告・意見

交換会」 ※杉一小保護者対象 

平成 29 年３月３日 「杉並第一小学校周辺まちづくりに関する検討状況報告・意見

交換会」 

※杉一小、総合病院及びけやき公園周辺地域住民対象 

平成 29 年３月 28 日 「杉並第一小学校等の整備方針（案）に関する説明会」 

※杉一小、総合病院及びけやき公園周辺地域住民対象 

  ○上記のほか、産業関連団体、まちづくり団体等との意見交換等を行った。 

 

２ Ａ案、Ｂ案の概要 

  Ａ案：資料１（４～９ページ）のとおり、Ｂ案：資料２（10～20 ページ）のとおり 
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３ 両案の考察結果 

（１）Ａ案について 

○Ａ案は、これまで改築・複合化検討懇談会の意見を踏まえ、一定の時間をかけて積み上げ

てきたものである。本案は、杉一小はじめ阿佐谷地域区民センター、産業商工会館の早期

改築の実現、複合化による施設の多機能化、規模のスリム化並びに現状の土地利用を前提

として、複合施設の中杉通り側の１階に、にぎわいの拠点づくりが図られることに加え、

複合施設の機能を教育環境に有効活用することもできる計画となっている。 

○この学校等複合施設の整備と病院の移転改築を契機として、区では周辺道路基盤の整備に

よる地域の防災性及び安全性の向上を目指していく方針であるが、学校等複合施設の整備、

病院の移転改築、病院跡地の活用が単独で行われることになることから、道路拡幅用地の

確保について、それぞれの土地所有者等の意向を踏まえつつ、個別に調整する必要があり、

周辺道路基盤の整備を実現できる時期、範囲等を明確に想定することができないこととな

る。（総合病院の移転・建替えに当たっては、道路拡幅用地に当たる既存の病棟を残した

ままとすることが想定されていることから、道路拡幅整備に相当の時間を要することにな

ると考えられる） 

 

（２）Ｂ案について 

○Ｂ案は、事業計画が長期にわたり、多様な関係者との調整を図りながら進める必要がある。

また、学校改築や産業商工会館の改築時期はＡ案に比べ遅くなるほか、学校と区民施設の

複合化による効果は見込めなくなる。 

○その一方で、移転改築になるため仮設校舎等が不要になるほか、より静かな環境でＡ案よ

り約 1,000 ㎡広い敷地面積を確保でき、Ａ案と同規模の地上校庭の整備が可能になるなど、

将来に向けた教育環境の向上が見込まれる。 

○加えて、土地区画整理事業等を活用し、3 つの大規模敷地における建物の解体・建設や敷

地の整序を一体的に連続して行うことにより、周辺道路基盤の整備を実現できる時期、範

囲等を具体的に見通せるとともに、杉一小の移転改築を契機として新たなオープンスペー

スが創出できることとなる。これらを通じて、震災時に甚大な被害が想定されるこの地域

の防災性の向上と、歩行者や自転車が安全で快適に利用できる道路環境の向上がＡ案に比

べ早期に実現できる。 

○さらには、駅至近の立地を生かし、杉一小跡地を一体的な街区として土地利用の見直しを

図ることにより、民間のノウハウをより有効に活用した新たなにぎわいの拠点づくりを検

討することが可能となる。 

 

（３）総括 

○検討期限の最後まで多角的な比較考察を行い、熟慮を重ねた結果、Ａ案より約 1,000 ㎡広

い敷地面積を確保でき、Ａ案と同規模の地上校庭の整備が可能になるなど、将来に向けた教

育環境の向上が見込まれることに加え、首都直下地震発生の切迫性を踏まえ、震災時に甚大

な被害が想定されるこの地域の防災性の向上という喫緊の課題に対し、具体的な時期を見通

し、早期に対応できるとともに、土地利用の見直しによる民間と連携したにぎわいの創出を

図ることができることなどを総合的に考慮し、全体最適・長期最適の観点からＢ案が望まし

いとの結論に至った。 



3 

○なお、Ｂ案を進めるに当たっては、区として、以下の事項に取り組むこととする。 

 

・地権者、病院と三者協定を締結し、目的、基本方針、役割分担等を共有して着実に事業を

推進する。その際、「けやき屋敷」のみどりの保全と周辺環境の調和、新たなみどりの創出

とネットワーク化についても協定において基本方針の一つとして明確に位置づける。 

 

・杉並第一小学校については、これまでの経緯等を踏まえ、次に掲げる３点に取り組む。 

   ① 現在の施設・設備については、学校及び保護者の意見・要望等を尊重しつつ、老朽化

対策及び時代の変化に対応したパソコンネットワークの環境整備などを盛り込んだ長

寿命化改修計画を策定する。同計画の実施に当たっては、改修に伴う児童への影響を最

小限に止めるものとする。 

   ② 移転・改築後の学校の敷地面積については、教育環境の更なる向上と校庭が災害時の

貴重なオープンスペースになること等を考慮し、より広い面積が確保できるよう、地権

者等との協議・調整を図る。 

   ③ 学校の移転・改築に当たっては、Ａ案の「整備コンセプト」・「整備方針」を可能な

限り継承するため、杉並第一小学校の教育活動上の特色を踏まえた音楽室機能の充実

が図れる施設・設備を計画する。 

 

・耐震改修減築工事を行った産業商工会館については、次に掲げる２点に取り組む。 

 ①今後 15 年程度使用を継続するために必要となる設備改修工事を実施し、長寿命化を図

る。 

 ②産業団体を中心に総会や講演会、研修会などに活用されてきた講堂が減築工事により失

われているため、杉一小跡地に新たな施設を整備するまでの間は、移転改築する阿佐谷

地域区民センター内に、講堂（ホール）機能を補完する集会スペースを整備する。 

 

 

※ 詳細 資料３（21～26 ページ）Ａ案・Ｂ案比較考察資料のとおり 
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　１

総合病院

⇒地権者による
土地利用検討

学童クラブ・

放課後等居場所事業を

杉一小等複合施設で実施

けやき屋敷
⇒みどりと調和した

地域医療の拠点

(森に囲まれた総合病院）

Ｈ37年度開設（予定）

産業商工会館

けやき

公園
けやき公園

プール

【計画概要】

○地区計画等の都市計画手法を活用し、周辺道路基盤の整備（杉一馬橋公園通り及びけや

き屋敷周囲道路）、にぎわいの創出、みどりの保全・創出等を推進する。

○けやき公園及びけやき公園プールの敷地に、杉並第一小学校の仮設校舎等を整備する。

○仮設校舎整備後、杉並第一小学校を改築し、阿佐谷地域区民センター及び産業商工会館

を複合化する。

○改築後の杉並第一小学校で、阿佐谷児童館で行っていた学童クラブ・放課後等居場所事

業を実施する。（その後、同児童館は、子ども・子育てプラザへの転用を想定する）

○けやき屋敷の敷地に、総合病院を移転改築する。

杉並第一小学校

阿佐谷地域区民センター

産業商工会館 改築・複合化

杉並第一小学校
⇒杉並第一小学校等

複合施設

Ｈ33年度中開設

仮設校舎・仮設体育館用地

H30～H33年度活用

（H29～H33年度 公園閉鎖）杉一小第二運動場・

代替運動場用地

H29～H33年度活用

総合病院を

けやき屋敷に移転

Ａ案 計画概要
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阿佐谷児童館

⇒H33年度以降、子ど

も・子育てプラザへの

転用を想定する

阿佐谷地域区民センター

民有地

凡例

区施設等の移転

民間施設の移転
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～「杉並第一小学校等複合施設整備に係る基本構想・基本計画」 
の策定について～ 

区では杉並第一小学校の改築・複合化にあたり、平成 27 年７月に杉並第一小学校改築・複合化検

討懇談会（以下、「懇談会」という。）を設置し、これまでに７回にわたる懇談会を開催して、整備

コンセプトや施設の整備方針、施設構成及び規模、配置・ゾーニング計画等について意見を伺いな

がら、検討を進めてきました。こうした経過を経て、平成 28 年３月に、「杉並第一小学校等複合施

設整備に係る基本構想・基本計画」（以下、「基本構想・基本計画」という。）を策定しました。 

第３号となる今回の「検討懇談会ニュース」では、この基本構想・基本計画の内容についてお知

らせします。なお、基本構想・基本計画は杉並区教育委員会公式ホームページでご覧いただけます。 

懇談会の経過（平成 27 年度） 

第１回 平成 27 年７月 28 日 

・改築・複合化計画の前提、基本的な考え方について 

・杉並第一小学校及び複合化する施設の概要について 

・事業工程（案）及び懇談会スケジュール（案）について 

第２回 平成 27 年９月２日 

・学校施設と集会関連機能等との複合化の事例紹介 

・複合化による相互利用、導入する機能、諸室（案）について 

・複合施設整備にかかるコンセプト・整備方針の検討 

第３回 平成27年10月21日 

・複合施設整備にかかるコンセプト・整備方針の検討 

・学校及び区民施設の必要諸室の検討 

・建物の規模と校庭面積の検証 

第４回 平成27年11月26日 

・基本構想（複合化する施設等、整備コンセプト、整備方針）のまとめ  

・配置・ゾーニング計画の検討 

・改築工事期間中における教育環境の確保について 

第５回 平成27年12月22日 
・配置・ゾーニング計画の検討 

・懇談会検討経過＜中間のまとめ＞の検討 

第６回 
平成 28 年２月８日 

（他自治体施設視察） 

・屋上校庭設置校（学校と他の公共施設との複合施設）の視察 

・千代田区立昌平小学校 

・中央区立中央小学校 

第７回 平成 28 年２月 25 日 

・新施設における防災上の課題整理 

・配置・ゾーニング計画の検討 

・基本構想・基本計画の検討 

杉杉杉並並並第第第一一一小小小学学学校校校   
改築・複合化検討懇談会ニュース 

第第第３３３号号号   
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杉並第一小学校等複合施設は、ＪＲ阿佐ヶ谷駅至近の立地利便性を生かし、土地の高度利用を図

るとともに、阿佐谷地域の特性を踏まえ、より魅力のあるまちに発展していくための拠点施設とし

て、以下のとおり整備を進めます。 

１ 複合化する施設等 

 杉並第一小学校等複合施設の整備にあたっては、一の建物に以下の施設を併設するものとします。 

◇杉並第一小学校（現地改築） 

◇阿佐谷地域区民センター（移設） 

◇産業商工会館（移設） 

◇学童クラブ事業、小学生の放課後等居場所事業 

２ 整備コンセプト 

 

 

 

子どもたちと地域の様々な人々がかかわりあいながら、子どもたちの健やかな成長を支え、

地域の多世代の人々が様々な交流、地域コミュニティ活動、産業振興活動、文化活動を通して、

地域のきずなを育み、新たな時代を拓いていく、「学びと交流・文化の拠点」となる機能を備え

た施設を整備します。 

杉並第一小学校と新たな区民施設が有機的につながり、協奏しながら、阿佐谷のまちを創る

拠点づくりを目指します。 

３ 整備方針 

◇杉並第一小学校 

   杉並区内で一番長い歴史・伝統を継承、発展させるとともに、地域の教育力に支えられた特

色ある教育活動を踏まえながら、将来を見据えた教育環境の向上を図ります。 

・多様な教育に対応できる学習環境の整備 

・安全・安心で、快適に過ごせる学習・生活空間の整備 

   ・地域に開かれた学校づくり 

◇区民施設 

阿佐谷地域の新たな学び、交流・文化の拠点として多世代の人々が自主的に集い交流し、地

域の活性化と区内産業の発展、まちの文化の振興を図ります。 

・新たな活動を生み出す地域コミュニティの拠点 

   ・阿佐谷の魅力を発信する地域文化の拠点 

   ・にぎわいと商機を創出する産業振興の拠点 

（以下、「区民施設」という。） 

基本構想の概要 Ⅰ 

「杉並第一小学校等複合施設整備に係る基本構想・基本計画」の概要 
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４ 複合化する相互利用のイメージ 

 

 

 

 

 

   

 

１ 敷地の特性と土地利用のあり方について 

（１）敷地の特性 

本計画地の周辺は、商業密集地と屋敷林、世尊院、神明宮、後背地には木造住宅密集地がある。

駅前立地でありながら、周辺に緑が多く、学習環境に優れている。また、周辺には商業密集地や木

造住宅密集地があるが、中杉通りや神明宮、屋敷林が火災時等の緩衝帯になっている。 

 

（２）土地利用のあり方 

周辺環境と整備コンセプトを考慮した土地利用のあり方 

・ 交通至便な立地を生かし、中杉通りに面して賑わいを創出 

する機能を配置 

・ 学校の教室、諸施設等は、施設の低層部分に集約 

・ 周辺の緑と一体となるような校庭環境を確保 

・ 普通教室は、静かな学習環境、採光を確保する観点から、 

東側に配置 

・ 駐車場の出入口は、児童の通学路として比較的に利用が 

少ない南東部分に設置 

 

体育館校 庭

普通教室 音楽室

ラーニングセンター

多目的室

図工室 家庭科室

etc…

ロビー 集会室

ホール

音楽室 ピアノ室

展示室

イベントスペース

ラウンジ・カフェ

近くに配置

阿佐谷らしさとして音楽機能の拡充

キャリア教育などに

も有効活用

駅前立地を生かした

中杉通りのにぎわい創出
etc…

杉並第一小学校 区民施設

基本計画の概要 Ⅱ 

○複合化による施設整備により、通常、

学校の施設機能にはない区民施設の

機能を教育活動に有効に活用するこ

とにより、児童の教育効果を高めてい

きます。 

○区民施設の集会機能と合わせて、学校

の教育活動等に支障のない範囲で、特

別教室等を地域開放することにより、

地域住民等の様々な活動を支えてい

きます。 

○多様な利用者が複合施設を利用する

ことに伴う防犯性の確保の観点から、

各施設の出入り口を別とし、施設間を

明確に区分するとともに、学校施設の

開放利用時の動線にも配慮した施設

とします。 

○施設の相互利用を通じて、多世代の交

流を深め、自然に児童が社会の多様な

面に触れ成長し、施設利用者が学校に

対する理解を深められるような施設

運営を行っていきます。 

杉並第一小学校の校庭、体育館、音楽室等の 

特別教室は地域開放を想定しています。 
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２ 配置・ゾーニング計画 

○計画概要 

・階  数：地下１階、地上４階 

・延床面積：約 14,700 ㎡ 

    小学校  7,500 ㎡ 

    区民施設 4,600 ㎡ 

    学童ｸﾗﾌﾞ   400 ㎡ 

    駐車場  2,200 ㎡ 

○計画の主な特徴 

・学校 普通教室は東向きに配置 

・校庭は屋上（５階レベル） 

・校庭面積は、既存の約１．５倍 

・プールは、２階屋外 

・学童クラブは敷地南側に配置 

 

３ 改築工事期間中における教育環境の確保について 

  詳細は懇談会ニュース第２号でご案内しております。内容は杉並区教育委員会公式ホームペー

ジでご覧いただけます。 

４ 整備スケジュール（予定） 

 

 

 

 

平成 28 年度 

 

 

基本設計(引き続き、懇談会での意見等を踏まえながら決定していきます。) 

仮設校舎建設用地の環境整備工事 

代替運動場の整備工事 

平成 29 年度 

 

 

実施設計 

仮設校舎、仮設体育館の建設 

仮設校舎への移転 

平成 30 年度 

   ～平成 32 年度 

既存校舎解体 

校舎・施設建設工事 

平成 33 年度 新校舎、新施設において運営 

名称：杉並第一小学校改築・複合化検討懇談会ニュース第３号             

発行：平成 28 年５月 

お問い合わせ先：教育委員会事務局学校整備課教育施設計画係 

TEL：03-3312-2111（代表） 
E-mail：gakko-seibi@city.suginami.lg.jp 
※懇談会の資料は、教育委員会ホームページに掲載しています。会議録に 
ついては、作成でき次第、掲載いたします。 

教育委員会ホームページ http://www.city.suginami.tokyo.jp/kyouiku/index.html 

※各施設の面積・配置等は設計の検討段階で最終的に決定していきます。 
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資料２  

 

 

 

 

 

 

Ｂ案 概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



杉並第一小学校
⇒杉一小跡地活用

（複合施設予定）

Ｈ44年度以降

けやき

公園
けやき公園

プール

総合病院を

けやき屋敷に移転

総合病院等
⇒杉並第一小学校

移転・改築

Ｈ40年度開校(予定)

杉並第一小学校を移転

Ｈ40年度予定

【計画概要】

○地区計画の制度の活用と土地利用の見直し等を行うとともに、土地区

画整理事業（区を含む個人共同施行）及び道路拡幅整備を行い、周辺

道路基盤の整備（杉一馬橋公園通り及び土地区画整理事業区域内道

路）、にぎわいの創出、みどりの保全・創出等を推進する。

○けやき屋敷の敷地に、総合病院を移転改築する。

○現病院用地等に、杉並第一小学校を移転改築する。なお、阿佐谷児

童館で行っていた学童クラブ・放課後等居場所事業は校内にて実施する。

○けやき公園プールを解体・撤去後、けやき公園内にあるプール敷地に、

阿佐谷地域区民センター（産業商工会館の講堂（ホール）機能を補完す

る集会スペースを含む。）・阿佐谷児童館を移転・複合化するとともに、立

体都市公園制度を活用して当該施設の屋上に公園を整備する。なお、

同児童館については、学童クラブ及び放課後等居場所事業の小学校へ

の移転後は、子ども・子育てプラザへの転用を想定する。

○杉並第一小学校移転後の跡地については、駅前という立地条件を踏

まえ来街者の増加や、まちのにぎわい創出に資する施設を整備すること

とし、産業商工会館を合わせて移転する。

産業商工会館

けやき屋敷
⇒みどりと調和した

地域医療の拠点

(森に囲まれた総合病院）

Ｈ37年度開設（予定）

Ｈ４４年度以降

杉一小跡地施設へ

産業商工会館移転

Ｂ案 計画概要

11

阿佐谷地域区民センター(産業商工会館の講堂(ホール)機能を補完する集会スペース含む）、阿佐谷児童館を移転・複合化

Ｈ34年4月開設予定（Ｈ40年度以降、子ども・子育てプラザへの転用を想定する）

阿佐谷児童館

阿佐谷地域区民センター

凡例

区施設等の移転

区施設等の段階的移転

民間施設の移転

新たな道路（想定）

学童クラブ・放課後等居場所事業

①阿佐谷児童館を移転・複合化して実施

②移転後の杉並第一小学校で実施
①

②
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杉並第一小学校等施設整備方針【Ｂ案】（案） 
 
１．施設整備及びまちづくりの考え方 
  以下のとおり、都市計画手法と道路整備等の事業手法の活用を想定し、施設整備及びま

ちづくりを推進する。 

 
《活用を想定する手法》 

○都市計画手法：地区計画制度、土地利用の見直し（現杉並第一小学校用地及び病院移

転用地等における容積率の緩和など）など 

  ○事業手法：土地区画整理事業、杉一馬橋公園通りの拡幅整備事業 

 

２．施設整備    
（１）杉並第一小学校    
①移転改築 

○現総合病院（以下「病院」という。）用地等との交換により、より静かな環境の中で、

約 6,400 ㎡（現在の敷地面積から約 1,000 ㎡増）の用地を確保して、杉並第一小学

校（以下「杉一小」という。）を移転改築する。なお、移転改築後は、学童クラブ及

び放課後等居場所事業を学校内で実施する。 

○杉一小の諸室は、Ａ案の基本計画等で定めた施設規模と同等程度を確保するととも

に、地上校庭として、同じくＡ案と同程度となる現在の校庭（約 1,800 ㎡）の 1.3

倍～1.5 倍（約 2,400 ㎡～2,700 ㎡）の規模を確保する。 

○Ａ案において、杉一小における教育活動上の特色を踏まえて充実を図るとしていた

音楽室機能については、移転改築時の設計にも反映させていく。 

○移転先である病院跡地については、法令に基づく土壌調査及び汚染があった場合の

掘削除去等を行う必要があることから、これらを病院運営法人の費用負担により行

う旨、病院及び地権者とあらかじめ書面により合意しておく。 

○区民センター及び産業商工会館については、現病院用地が住宅地内にあることから、

建築物の高度化による日照、周辺環境への影響等を考慮し、杉一小との複合化は行

わない。 

 

②移転改築までの教育環境 【工事内容と改修費概算は 16 ページのとおり】 

○杉一小の新校舎開設時期は平成 40 年度（予定）となるため、新校舎開設までの間は、

現校舎を継続使用する。 

○現校舎は、耐震性能を確保しているものの、設備等の老朽化が進んでいるため、改

築までの間の現校舎の長寿命化と教育環境の向上を図る必要がある。 

改修工事等に伴う児童の教育活動への影響を最小限とするため、学校の年間スケジュ

ール、学校・保護者の意見・要望等を踏まえ、長寿命化改修計画を策定し、校舎屋上

防水、空調設備工事、外壁補修、内装・照明設備改修、パソコンのネットワーク環境

整備等に早期に着手することとし、実施可能な内容について精査した上で、平成 29

年度から着実に取り組んでいくこととする。 
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（２）阿佐谷地域区民センター及び阿佐谷児童館  
   ①移転・複合化 

○けやき公園プールを解体・撤去し、当該敷地を活用すると約 4,500 ㎡程度（延床面

積）の建物の建設が可能であるため、その敷地に区民センターを移転・改築するこ

ととし、Ａ案の基本計画等を踏まえた必要な諸室を配置する。 

新たな区民センターでは、屋上公園（後述）を含め隣接する公園を活用したまつりな

どを企画・実施できるようになるほか、複合化する児童館（後述）や近隣の高齢者施

設等と区民センターとの交流を創出し、多世代交流につながる協働事業の展開を検討

する。 

○阿佐谷児童館は、コミュニティの活性化、子育て環境の向上及び病院移転後の「け

やき屋敷」のみどりの保全等の観点から、けやき公園において区民センターとの複

合化を図り、けやき公園を外遊び場としても活用する。なお、学童クラブ事業等の

学校内実施後は、子ども・子育てプラザへの転用を想定する。 

○なお、同児童館が学校区東端のけやき公園に移転することに伴い、学童クラブが改

築後の杉一小内に移るまでの間は、学童クラブからの帰路が長距離になるなどの状

況も生じるため、けやき公園以外への移転の可能性についても、引き続き検討する。 

○区民センターと産業商工会館との複合化については、施設規模や工事に必要な期間

などを勘案し、減築工事により無くなった講堂（ホール）機能を補完する集会スペ

ースのみを、区民センターとあわせて整備する。 

 

②立体都市公園の整備   

○区民センター・阿佐谷児童館の複合化にあわせて、立体都市公園制度を活用して当

該施設の屋上に公園を整備することで、施設及び公園全体で、区民の憩いの場とし

ての一層の機能確保及び施設・公園利用者相互の交流・活動の活性化を図る。 

○屋上に公園を整備するに当たっては、開設時間管理や転落防止対策を行うとともに、

屋上からの避難路の確保や巡回員の配置等についても検討し、利用者の安全を確保

する。また、バリアフリー対応や近隣への視線に配慮した対策等を行う。 

 

③けやき公園プール廃止後の対応  

   ○けやき公園プールの廃止にかかる代替措置として、馬橋小学校のプールを新たに開

放するとともに阿佐ヶ谷中学校のプール開放日数を拡充する。 

 

  （３）杉並第一小学校跡地及び産業商工会館   
   ①駅至近の立地条件を活かした跡地活用 

○杉一小移転後の跡地（以下「杉一小跡地」という。）については、杉一馬橋公園通り

等の道路拡幅（6.0ｍ～9.0ｍ）及び用途地域等の見直しにより整備が可能な施設規

模を検討した。 

○仮に、杉一小跡地の用途地域が一体的な街区として商業地域（容積率 500%）に変更

され、高度利用が可能となると、最大で約 27,000 ㎡程度（延床面積）（地上 13 階、

地下１階）の建物を整備することができる。この建物には、区と他の地権者との協

議の上、駅前という立地条件を踏まえ、産業の振興やにぎわいの創出などに資する

施設を整備する。 

○上記の整備方針について、地権者とあらかじめ書面により合意をしておく。 
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    ②産業商工会館の移転 

○現在の土地評価額を前提とした場合、換地後も杉一小跡地に約３割程度の権利を有

することが可能になると想定されることから、当該用地に建設する建物内に産業商

工会館を移転することができる。なお、産業商工会館の移転・整備にあたっては、

Ａ案の基本計画等を踏まえつつ、当該建物全体及び近隣の集会施設である区民セン

ターの機能にも留意しながら、最適な諸室等を配置する。 

○杉一小跡地の活用までの間は、移転する区民センター内に、耐震改修減築工事によ

り無くなった講堂（ホール）機能を補完する集会スペースを整備するとともに、必

要な設備改修を実施した上で現在の産業商工会館を使用する。 

○また、杉一小跡地の区が権利を有すると想定される規模から、関連団体事務所を含

めた産業振興センターの移転等の検討が可能になることから、産業団体の会合、見

本市、講演会、ビジネスマッチングなどのイベントと融資・経営相談を一体的に実

施するなど、産業振興関連施設の集約化による新たな取組についても検討する。 

 

③産業商工会館の跡地活用  

○杉一小の跡地を活用し産業商工会館を移転する時期は、平成 44 年度以降を想定して

いる。現在の建物を 15 年間使用すると、築 66 年になることから、それまでの間に、

建物の老朽化の度合いや区全体の行政需要を俯瞰して、地域住民等の意見・要望を

踏まえ検討を進める。 

 

３．まちづくり  
（１）安全・安心 【18 ページ参照】 

①周辺道路基盤の整備による防災性と歩行者等の安全性の向上 

〇病院と小学校の移転改築を契機として、土地区画整理事業等の手法を活用し、主要

生活道路である杉一馬橋公園通りの拡幅（車道・歩道を合わせて幅員９ｍ）・相互

通行化と周辺区道等の拡幅・付替えを行う。これにより、災害時の一時避難地であ

る馬橋公園方面へのアクセス向上や避難路の確保、周辺の消防活動の円滑化、歩道

設置による通学路としての安全性向上、自動車交通の円滑化等を図る。 

【道路基盤整備イメージについては 20 ページ参照】 

〇新進会商店街通り等については、地区計画制度を活用し建替えの際に建物の壁面後

退を誘導するほか、並行する杉一馬橋公園通りの拡幅により商店街への車両の流入

を減らすことで、歩行者等の安全性・快適性の向上を図る。 

 

②地域医療拠点の集約化・機能向上 

〇病院の移転改築により、医療施設の集約化と機能向上を図る。また、中杉通りから

病院への救急車両等のアクセスを改善する。 

 

③災害に対する地域の安全性の向上 

〇小学校の移転改築を契機として、震災時に甚大な被害が想定される地域内に新たな 

オープンスペースを創出し、災害に対する地域の安全性向上を図る。 

 

（２）にぎわい 【19 ページ参照】 

①杉一小跡地等におけるにぎわいの拠点づくり 

〇駅至近の立地を生かし、杉一小跡地を一体的な街区として土地利用の見直しを行う

ことにより、民間のノウハウをより有効に活用した新たなにぎわいの拠点づくりに

ついて、検討する。 
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②けやき公園を活用した、みどりと調和した地域活性化拠点づくり 

○けやき公園プール敷地を活用し、区民センター等を移転改築し、みどりと調  

和した地域活性化拠点として整備する。 

 

③商店街周辺の歩いて楽しいまちづくり 

○新進会商店街通りでは、地区計画制度を活用した魅力的な街並み形成や歩行者優 

先化等により、買い物環境の向上等に取り組む。 

○鉄道事業者等と連携し、高架下通路や高架下北側通りの環境改善を進め、駅からけ 

やき公園方面や中央線南北方向など、地域の回遊性向上を図る。 

 

（３）みどり 【19 ページ参照】 

①屋敷林のみどりの保全と周辺環境との調和 

〇病院の移転改築に際して、土地利用の見直しと地区計画制度等の活用により、地域

のシンボルであるけやき屋敷のみどりを将来にわたって可能な限り保全し、周辺環

境との調和を図るとともに、地域住民や病院、商店街を訪れる人にもさらに親しま

れるみどりとして、地域への開放を検討する。 

 

②新たなみどりの創出とネットワーク化 

○病院や小学校の移転改築等を契機として、新たなみどりのネットワーク創出を図る。 

○けやき公園は、プール敷地部分に立体都市公園制度を活用し、みどりと調和した地

域活性化拠点として整備する。 

○中杉通り、社寺地等を活用したみどりのネットワーク化を進め、駅前でありながら

快適で潤いのある空間づくりに取り組む。 

 

（４）まちづくりの取組の進め方 

 ○首都直下地震の切迫性への対応が喫緊の課題である状況を踏まえ、早急にまちづく 

り計画を策定する。その上で、地区計画制度を活用した魅力的な街並みの誘導やみ 

どりの保全を図るとともに、病院や小学校の移転改築を契機として、土地利用 

の見直しを行い、また、土地区画整理事業等の活用により、３つの大規模敷地にお 

ける一体的・連続的な建物の解体・建設、敷地の整序及びそれらに伴う周辺道路基 

盤の整備を着実に進める。  

○「すぎなみの道づくり（道路整備方針）」（平成 29 年３月）において、杉一馬橋公園 

通りについては、中杉通りから馬橋公園までの拡幅・相互通行化を進める方針とし 

ている。特に、上記のとおり、病院と小学校の移転改築を契機に、小学校移転 

用地北側までを先行的に拡幅・相互通行化する。  

○地域のまちづくり団体が、地区計画制度の活用等を視野に入れた「まちづくり構想」 

の検討を行っている状況などを注視しつつ、地域の方々との意見交換等を密に行い 

ながら、上記の取組を計画的に進める。  

 

 

４．各施設整備想定スケジュール 

 17 ページのとおり 



移転改築までの長寿命化と教育環境整備の概要

※金額は、現時点での概算とする。

改修費概算

(万円)

校舎屋上防水（西校舎） 2,000

外壁補修 6,500

屋内運動場屋根張替 2,000

特別教室空調設置 2,500

ネットワーク環境整備 1,000

照明設備改修(屋体含む) 3,000

屋体バスケットゴール落下防止策 200

校舎内装部分改修 4,500

電話交換設備取替え 150

屋内運動場床改修 500

給食室部分改修 3,000

受変電設備取替 4,000

合計 29,350

工事内容

※改修工事内容及び実施時期等については、学校関係者・保護者等と調整のうえ、決定
するものとする。
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建物規模イメージ（最大）

補完する集会ｽﾍﾟｰｽ含む　523㎡）
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(既存の約1.51倍）

(舗装部 2,534㎡＋菜園 100㎡＋倉庫等 90㎡)

校庭　 2,724㎡(※現計画 2,700㎡)

校庭　 2,415㎡(※現計画 2,700㎡)

(既存の約1.34倍）

(舗装部 2,282㎡＋菜園 43㎡＋倉庫等 90㎡)

敷地面積

建築面積

延床面積

各階延床面積

階数

高さ

駐車台数

計画建物

約4,000㎡

1,667㎡

RF 38㎡

3F 1,135㎡

2F 1,468㎡

1F 1,672㎡

B1F 254㎡

地上3階、地下1階

約14.9m

11台

敷地面積

建築面積

延床面積

各階延床面積

階数

高さ

駐車台数

計画建物

約5,400㎡

3,453㎡

約27,000㎡

B1F

1F～2F

3F～6F

7F～13F 1,200㎡

2,058㎡

3,453㎡

3,462㎡

地上13階、地下1階

約60m

90台

・階数：地上3階、地下1階

既存プール
外壁位置

公園入口 区民入口 駐車場入口

南側校舎イメージ 北側校舎イメージ

児童館専有面積 584㎡

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成35年度 平成36年度 平成37年度 平成38年度 平成39年度 平成40年度 平成41年度 平成42年度 平成43年度 平成44年度
（2017年度） （2018年度） （2019年度） （2020年度） （2021年度） （2022年度） （2023年度） （2024年度） （2025年度） （2026年度） （2027年度） （2028年度） （2029年度） （2030年度） （2031年度） （2032年度）

Ⅰ欄　杉並第一小学校移転・改築 Ⅱ欄　けやき公園プール敷地を活用した阿佐谷地域区民センター等の移転・複合化 Ⅲ欄　杉並第一小学校跡地活用

Ⅳ欄　想定スケジュール

基本計画 基本設計 実施設計跡地活用検討
★
産業商工会館

移転活用開始

基本設計 実施設計
★　杉一小移転開設（学童クラブ・放課後居場所事業実施）

杉一小建設工事

既存校舎解体工事

（土地利用見直し・地区計画等）

まちづくり

総合病院整備計画

（けやき屋敷に移転）

杉並第一小学校移転改築

阿佐谷地域区民センター

＋
阿佐谷児童館

※けやき公園ﾌﾟｰﾙ敷地活用

事前調整・相談・設計等 法的手続
けやき屋敷解体

周辺工事 病院建設工事
★　総合病院開設

（例）区と地権者との共同事業想定【産業商工会館移転予定】

・階数：地上13階・地下1階

土地全体の用途地域等を見直した場合を仮定（商業地域：容積率 500％／建ぺい率 80％）

杉並第一小学校跡地活用計画

（注）現段階での想定の一つであり、変更の可能性がある。

約4,567㎡

機械室・駐車場・駐輪場面積等 455㎡

合　計：4,567㎡

・延床面積：約4,567㎡

階数

高さ

駐車台数 2台

約20m

地上5階

敷地面積

建築面積

延床面積

各階延床面積

計画建物

4F

2F

1F

3F

5F 766㎡

1,228㎡

1,328㎡

2,098㎡

2,245㎡

約6,400㎡

2,245㎡

B1F 235㎡

約7,900㎡

計画建物

約6,400㎡敷地面積

2,527㎡建築面積

約7,900㎡延床面積

各階延床面積 5F 157㎡

4F 848㎡

3F 1,585㎡

2F 2,507㎡

1F 2,572㎡

B1F 231㎡

地上5階階数

約20m高さ

2台駐車台数

・延床面積：約7,900㎡ (内、学校：約7,464㎡、学童：約372㎡、駐車場：約64㎡)(内、学校：約7,451㎡、学童：約385㎡、駐車場：約64㎡)・延床面積：約7,900㎡

・階数：地上５階、地下１階 ・階数：地上５階（※5階部分はプールのみ）、地下１階

長寿命化改修

基本設計 実施設計 区民センター等建設工事

基本計画

既存総合病院解体（土壌調査等含む）

・延床面積：約27,000㎡

都市計画手続等まちづくり計画

地域との意見交換等

各施設整備想定スケジュール

プール解体

（埋蔵文化財調査等）

集会スペース含む）＋阿佐谷児童館
阿佐谷地域区民センター（産業商工会館の講堂（ホール）機能を補完する

地域区民センター専有面積 3,528㎡

（産業商工会館の講堂(ホール)機能を

（産業商工会館の講堂(ホール)機能を
補完する集会スペース含む）

★　阿佐谷地域区民センター（産業商工会館の講堂(ホール)機能を補完する集会スペース含む）

＋阿佐谷児童館移転開設
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杉一小跡地施設建設工事

（病院跡地に移転）



杉並第一小学校及び近隣病院周辺地区のまちづくりイメージ

全体像

高円寺

駅方面

阿佐ヶ谷

駅前

に
ぎ
わ
い
の
拠
点 商店街周辺のにぎわい

小学校
（移転改築）

にぎわいの軸

みどりと調
和した地域
医療拠点

みどりと調和した
地域活性化拠点

けやき公園

阿佐ヶ谷駅

◆阿佐ヶ谷駅北東方面の

「災害時活動困難度を考慮した火災危険度」（５段階）

４
（阿佐谷北５）

４
（高円寺北４）

５
（高円寺北３）

３
（阿佐谷北４）

４
（阿佐谷北１）

馬橋公園

杉一馬橋公

園通り

出典：東京都『地震に関する地域危険度測定調査』

（平成25年９月公表）

高円寺駅

みどりと調和した地
域活性化拠点づくり

道路基盤等の改善を進め、防災性・

安全性の向上を図ります

馬橋公園（一時避

難地）方面へ

地域医療拠点

震災救援所（小学校）

公園、駅前広場、社寺地

区役所、善福寺川緑地・和田

堀公園（広域避難場所）方面へ

防災の軸

避難場所等＜地図範囲外＞

周辺区道等

主要生活道路
の拡幅と相互
通行化

地域医療拠点
の集約化・機
能向上

地区計画制度を活用
した壁面後退の誘導

周辺区
道等の
拡幅や
付替え

① 安全・安心

社寺地

けやき公園駅前

広場

出典：『新時代のまちづくり・みちづくり』

（都市整備研究会）

◆阪神淡路大震災での

道路幅員と道路閉塞の関係

▲現在

馬橋公園

（※）幹線道路から連続した幅員６ｍ以上の道路

から半径280ｍ以遠を震災時の消防活動困

難区域として想定した場合

▲小学校移転用地北側までの拡

幅による困難区域の解消

▲馬橋公園までの拡幅によ

る困難区域の解消

馬橋公園

解消区域
困難区域

困
難
区
域

杉一小

（移転改築）

◆杉一馬橋公園通りの整備による周辺の震災時の消防活動の円滑化について

馬橋公園

困難区域

解
消
区
域

解
消
区
域

杉一小

（移転改築）

杉一小

（移転改築）

杉一小

（移転改築）
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② にぎわい

◆街並み誘導型地区計画について

にぎわい・地域

活性化の拠点

駅周辺のにぎわい

にぎわいの軸

高円寺駅

方面の

にぎわい

阿佐ヶ谷

駅前の

にぎわい

高架下北側通り

地区計画制度を活用した
魅力的な街並み形成等に
よる買い物環境の向上

小学校跡地等
におけるにぎ
わいの拠点づ
くり

みどりと調和
した地域活性
化拠点づくり

環境改善によ
る回遊性の向
上

総合病院

▲街並み誘導型地区計画のイメージ

出典：東京都都市整備局ホームページ

地区計画で建物の壁面の位

置と建築物の高さの制限等

を定めることにより、前面道

路の幅員による容積率制限

や道路斜線制限を緩和しま

す。

③ みどり

◆立体都市公園制度について

阿佐ヶ谷駅

地域のシンボルとなる
みどりの拠点・軸

社寺地のみどり

屋敷林のみどり
の保全と周辺環
境との調和

新たなみどりの創出

みどりと調和し
た地域活性化の
拠点づくり

総合病院・小学校の移
転改築等を契機とした
新たなみどりの創出と
ネットワーク化

社寺地

けやき公園

▲立体都市公園の整備イメージ

都市公園の区域

▲立体都市公園のイメージ

建物上部等に立

体的に公園区域

を定め、公園とし

て整備すること

により、貴重な都

市空間を階層的

に有効利用する

ことができる。

地盤面

みどりの保全・創出とネット

ワーク化を進めます

拠点づくりと回遊性の向上を通じ

て、駅周辺にふさわしいにぎわい

の創出を図ります

これにより、建築物の壁面や

高さ等を一定の範囲内に誘

導し、土地の有効利用を推進

したり、良好な街並みを誘導

します。
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救急車両入口

外来入口

一般車両入口 道路付け替え

道路基盤整備イメージ

道路線形調整中

凡例

一方通行

相互通行
・杉一馬橋公園通りは、すぎなみの道づくり（道路整備方針）に基づき、 幅員９ｍ に拡幅し相互通行化
・他の道路は幅員４ｍ～９ｍで整備
・建替え後の病院予定建築物への車両入口の位置は仮設定
※現時点の想定であり、測量等を踏まえた精査及び関係機関との協議により変更の可能性がある

（注）現段階での想定の一つであり、変更の可能性がある。 20



21 
 

資料３  

 

 

 

 

 

 

Ａ案・Ｂ案 比較考察資料 
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比較考察 【各施設等の課題】 
項目 課題 

杉並第一小学校 

区立学校施設のうち、最も古く（平成 29 年度で築 59 年）、施設・設

備の老朽化が著しい状況にあることから、早期の改築が必要である。ま

た、校地・校庭とも区内で最も狭く、運動会や体育の授業等に課題があ

る。 

阿佐谷地域区民センター 

現在の区民センターの敷地・建物は、共に借用しており、建物が老朽

化（平成 29 年度で築 80年）していることに加え、建物賃貸人の意向で

単年度契約となっている。 

建物所有者と土地所有者が異なっており、建物所有者は数年前から売

却の意向があるが、土地所有者は土地を売却する考えはなく、区が現在

地で建替えることはできない。 

産業商工会館 

現在の建物は老朽化（平成 29年度で築 52 年）していることに加え、

バリアフリー化も図られていないが、建築基準法改正等により現在地で

同規模の施設を建替えることができない。 

また、耐震改修減築工事により、現在講堂（ホール）がない状態であ

り、これに代わる集会機能の補完が必要になっている。 

阿佐谷児童館 

杉並第一小学校東側に近接し、児童館内で学童クラブを運営してい

る。新校舎運用時に学童クラブ及び小学生の放課後等の居場所機能を同

校へ移転するとともに、阿佐谷児童館の施設は、乳幼児親子の居場所を

中心とした地域子育て支援拠点となる子ども・子育てプラザとして転用

することを視野に検討している。老朽化（平成 29年度で築 46 年）が進

んでいることから、転用に際しては改築の必要性が高い。 

まちづくり 

東京都防災都市づくり推進計画において、「震災時に甚大な被害が想

定される地域」とされており、道路基盤の整備等により防災性の向上を

図ることが、喫緊の課題となっている。 

また、商店街への救急車両等の流入や歩道のない通学路など、歩行者

や自転車が安全で快適に通行できる道路環境の向上も課題である。 

将来に向けては、駅前にふさわしいにぎわいの更なる創出や、駅周辺

でありながら貴重なみどりの保全・創出も課題である。 

 



改築期間中の
教育環境

改築時期

項目

○大規模な地震発生時の震災救援所避難者の建
物安全確認までの待機場所として、近隣空地（神
明宮・けやき屋敷）の活用を想定していたが、けや
き屋敷は総合病院が移転するため、活用について
病院と検討をする必要がある。

○Ａ案で必要となる仮設校舎等の整備は不要となる。

○大規模な地震発生時の震災救援所避難者の建物安全確認まで
の待機場所は校庭となる。
○救援物資の受け入れ時に、物資輸送車両が直接校庭に進入でき
る。

○移転改築までの期間は現校舎を継続使用するため、
空調・内装等の改修やパソコンネットワーク環境整備等
の長寿命化改修を速やかに実施する必要がある。※改
修工事等に伴う児童の学習・生活環境には最大限の配
慮が必要となる。（対応策：児童の環境に配慮し、必要
な改修を速やかに実施する。）
○現校舎北側道路は、病院の改築工事車両等の進入
に必要な幅員（6.5m）を暫定的に整備するが、通学時の
児童への安全対策が必要となる。（対応策：工事期間を
通じて、保安要員の配置や通学時間帯での工事車両
の通行抑制などを検討し、児童等の安全対策を講じ
る。）

学校の
震災救援所機能

位置及び
敷地面積等

他施設との
複合化

－

※阿佐谷児童館部分は40年度以降に子ども・子育てプラザに転用想定

利点

－

○より静かな環境となる現病院跡地（約6,400㎡を想定）に移転する
ことにより、現在の敷地面積から約1,000㎡拡大できる。
○Ａ案と同等の施設規模（延床面積）で確保することが可能である。
○Ａ案と同等の校庭面積を地上校庭で確保することができる。
（校舎の配置によっては規模はＡ案より縮小）

－

課題・対応策
○改築・竣工の時期がＡ案より約７年遅くなり、その
間は、老朽化した現校舎を継続使用することにな
る。（対応策：現校舎の長寿命化改修を実施すると
ともに、土壌汚染対策を含め、三者協定に基づき
円滑な事業の進行に努める。）
○住宅地に近接するため、近隣住民の生活環境
への影響について十分な配慮が必要となる。
（対応策：近隣住民の意見を踏まえ、改築基本計
画等を策定する。）
○Ａ案に比べて、浸水被害想定の水深が高い地
域である。（対応策：浸水を想定した施設整備を実
施する。）

Ａ案 Ｂ案

施設①②
共通

イメージ図

(※)阿佐谷児童館は33年度以降に子ども・子育てプラザに転用想定

○学校の単独改築となり、Ａ案で想定する区民施
設機能を有効活用する複合化の効果は見込めな
い。

課題・対応策利点

○平成33年度中に改築・竣工し、早期に老朽化への対応が可能と
なる。

○中杉通り沿いの現在地（約5,400㎡）で改築するため、学校周辺の
環境に大きな影響を及ぼすことがない。
○現校舎の約1.9倍の施設規模（延床面積7,900㎡）を確保すること
ができる。
○屋上校庭として、現在の校庭面積の約1.5倍の規模(2,700㎡)を確
保できる。

○改築に合わせて複合化する阿佐谷地域区民センター及び産業商
工会館の集会関連機能（ホール・展示室等）を有効活用した教育活
動（学年単位の発表会やより充実した音楽活動など）が可能となる。

○けやき公園内に仮設校舎・体育館を建設し、その近隣に現状と同
規模程度の専用の代替運動場を整備することから、改築工事期間
中の教育環境としては、これまでの改築校と比べて、一定の良好な
環境が確保されている。

○中杉通り、神明宮、屋敷林（新病院）が延焼火災等の遮断帯に
なっており、学校及び震災救援所運営の観点から発災時等の安全
性が高い。（児童や避難者の安全を確保できる立地である。）
○震災時の施設機能として、複合施設内で、震災救援所（小学
校）、二次救援所・帰宅困難者一時滞在施設（区民センター・産業
商工会館）を総合的・一体的に運営でき、施設全体で対応ができ
る。
○救援物資受け入れは、地下駐車場、敷地内スペース及び中杉通
り（一時駐車）を活用し受け入れる。

－

－

－

けやき

公園

新・総合病院

（開設：37年度）

阿佐谷児童館

新・総合病院

（開設：37年度）

けやき

公園
けやき公園

プール

仮設校舎・仮設体育館

建設用地（30～33年度活用）

阿佐谷児童館 (※)

学童クラブ事業、

放課後等居場所事業を

改築後の校内で実施（33年度）

比較考察１ 【施設① 杉並第一小学校】

代替運動場用地

（29～33年度活用）

杉並第一小学校

（開設：40年度）

阿佐谷地域

区民センター

産業商工会館

杉並第一小学校

（開設：33年度）
※阿佐谷地域区民センター

産業商工会館と複合化

産業商工会館

杉一小跡地活用

（複合施設予定）

産業商工会館移転

（開設：44年度以降）

阿佐谷地域

区民センター

【第一段階】

児童館移転

【第二段階】

学童クラブ事業、

放課後等居場所事業を

改築後の校内で実施

移転・改築

⇒阿佐谷地域区民センター

及び阿佐谷児童館(※)を

けやき公園プール部分に

移転・改築

屋上を立体都市公園化

（開設：34年度）

区施設等の移転
凡
例 区施設等の段階的移転

新たな道路（想定）

凡
例

区施設等の移転
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Ａ案 Ｂ案
項目 利点 課題・対応策 利点 課題・対応策

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

改築時期
○平成33年度中に改築・竣工し、早期に老朽化への対応が可能と
なる。

－ －

機能

○複合化により、区民センター・産業商工会館の廊下や階段等の共
有部分の共用化、受付業務の一本化等により、運営の効率化を図
ることができる。【産業商工会館も同様】
○駅前の立地を活かし、七夕まつりやジャズストリートなど阿佐谷の
魅力を発信する様々なイベントに有効活用することで、地域文化の
拠点となる施設とすることができる。

－

○区民センター・児童館（子ども・子育てプラザへの転用想定）・公
園利用者の相互の交流・コミュニティの活性化を図ることが可能とな
り、区民センター協議会が実施する「こどもまつり」等のイベントへの
より多くの児童等の参加が期待できる。
○近隣の高齢者施設等と区民センターとの交流を創出し、多世代交
流につながる協働事業の展開が期待できる。

○改築・竣工の時期がＡ案より1年遅くなる。
○施設は借り受けの施設であり、所有者との賃貸
借契約の更新が必要である。（対応策：所有者との
協議を行う。）

位置・施設
整備

○移転後も、駅至近の利便性の高い立地で、小学校・産業商工会
館との複合化を図る。

－
○けやき公園内プール敷地部分に、児童館（子ども・子育てプラザ
への転用想定）との複合施設として移転改築し、屋上部分を公園と
して整備する。

－

○児童館（子ども・子育てプラザへの転用想定）が、併設の地域区
民センターと協働して児童館まつりや区民センターまつり等を実施
することが可能となり、地域に主体的に関わる機会が創出できる。
○区民センター等の施設を一体的に活用して、両親参加型の子育
て講座や、乳幼児向け料理教室、乳幼児物品のバザーなど、児童
館の大規模な催しを実施することができる。
○けやき公園の地上部分と屋上部分も子どもが利用できる場所とな
るため、児童館(子ども・子育てプラザ)と親和性の高い複合化が図ら
れる。

－

震災時の
施設機能

○複合施設内で、震災救援所（小学校）、二次救援所・帰宅困難者
一時滞在施設（区民センター・産業商工会館）を総合的・一体的に
運営でき、施設全体で対応ができる。【産業商工会館も同様】

－ － －

－

○学童クラブ事業等の実施場所は段階的に移転
することになる。
○学校内での実施は、Ａ案より約7年遅くなる。

○杉一小移転改築後（平成40年度以降）までの間
（6年）は、けやき公園内に児童館を移転するため、
学童クラブからの帰路が長距離になる等の状況が
生じる。（対応策：けやき公園以外への移転可能性
について検討する。）

○改築・竣工の時期がＡ案より10年以上遅くなり、
その間は、老朽化したホール機能が無い現施設を
継続使用することになる。（対応策：継続使用に必
要な設備改修工事を速やかに実施する。）

○けやき公園プールを廃止することになる。（対応
策：近隣の学校開放プールを拡充する等の代替策
を講じる。）

○複合施設の整備に当たっては、他の地権者との
合意形成を図る必要がある。

公園 ○仮設校舎等解体後は、都市公園として整備することで、けやき公
園全体の機能の維持・向上を図り、みどりの拠点とすることができる。

○仮設校舎等整備期間は、けやき公園プールを
廃止することになる。（対応策：近隣の学校開放
プールを拡充する等の代替策を講じる。）

○立体都市公園制度を活用し、区民センター等の屋上部分を都市
公園として整備することで、けやき公園全体の機能の維持・向上を図
り、みどりと調和した地域活性化拠点とすることができる。

産
業
商
工
会
館

改築時期

○平成33年度中に改築・竣工し、平成27年度に実施した耐震改修
減築工事により失われたホール機能の復活を含め早期に老朽化へ
の対応が可能となる。
○産業商工会館の跡地利活用について、早期に着手できる。

－ －

位置・施設
整備

○駅至近の利便性の高い立地である。
○小学校・区民センターとの複合化を図る。

－
○駅至近の利便性の高い立地である。
○区と他の地権者が複合施設を整備し、産業商工会館を移転す
る。

機能

○展示室やホールを活用した展示会、セミナー、異業種交流会など
の開催により、区内事業者の新たなビジネスチャンスにつながる機
会を創出することができる。
○交通至便な立地を生かし、アンテナショップ等に活用できるイベン
トスペースを整備し、杉並第一小学校のキャリア教育での活用や、
区内事業者や交流自治体等の生産品等の販売・展示をするなど、
区内産業の情報発信や交流自治体等との交流の促進が可能とな
る。

－

○杉一小跡地に整備する建物（複合施設）内に、産業商工会館を
移転するとともに、集客力の高い商業施設などを誘致することで、
ホール・展示場機能のより効果的な活用をすることができる。
○産業商工会館を移転しても、同建物（複合施設）における区が権
利を有する面積に余裕があり、関連団体事務所を含めた産業振興
センターの移転検討も可能になる。
○産業団体事務所を含む産業振興センターの移転ができれば、同
建物（複合施設）内において、産業団体の会合、展示会、セミナー、
異業種交流会などのイベントと融資・経営相談を一体的に実施する
など、産業振興関連施設・事業所の集約化による新たな取組が可能
になる。
○アンテナショップ等に活用できるイベントスペースを整備し、区内
事業者や交流自治体等の生産品等の販売・展示をするなど、区内
産業の情報発信や交流自治体等との交流の促進が可能となる。

児
童
館

事業実施
場所の
移転時期

○平成33年度中の複合施設の改築・竣工に併せ、早期に新しい環
境で学童クラブ事業・放課後等居場所事業が実施できる。

－ －

機能

○複合施設と隣接するメリットを生かし、両親参加型の子育て講座
や、乳幼児向け料理教室、乳幼児物品のバザーなど、イベントを実
施することができる。
○現在の児童館の建物を、平成33年度中に子ども・子育てプラザに
転用することで、早期に乳幼児親子居場所事業の充実を図ることが
できる。

－

事業実施
場所

－

○病院移転用地（けやき屋敷）の整形整備の意向
が病院運営法人からあった場合には、児童館施設
の他所への移転の可能性を検討する必要がある。
（対応策：移転候補地等の検討を行う。）

－

比較考察１ 【施設② 阿佐谷地域区民センター、児童館、公園、産業商工会館】
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まちづくり方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 利点 課題・対応策 利点 課題・対応策 

安 

全 

・ 

 

安 

心 

周辺道路基盤の

整備による防災

性と歩行者等の

安全性の向上 

 
○小学校の改築・複合化と病院の移転改築を契機として、主要生活道路である
杉一馬橋公園通りの拡幅・相互通行化と周辺区道等の拡幅を段階的に行うこと
により、 
・災害時の一時避難地である馬橋公園方面へのアクセス向上や避難路の 
確保 
・周辺の消防活動の円滑化 
・中杉通りから病院への救急車両等のアクセスの改善 
・歩道設置による通学路としての安全性向上 
・自動車交通の円滑化と新進会商店街通り等への車両の流入減による 
歩行者等の安全性の向上等を図ることができる。 

 
○病院の移転改築や病院の跡地
活用が単独に行われることになり、
道路拡幅用地の確保について、そ
れぞれの土地所有者等の意向を
踏まえ、個別に調整する必要があ
るため、周辺道路基盤の整備を実
現できる時期、範囲等を明確に想
定することができない。（病院の移
転・建替えに当たっては、道路拡
幅用地に当たる既存の病棟を残し
たままとすることが想定されている
ことから、道路拡幅整備に相当の
時間を要することになると考えられ
る。） 
 

○病院と小学校の移転改築を契機として、主要生活道路である杉一馬橋公園通
りの拡幅・相互通行化と周辺区道等の拡幅等を行うことにより、 
・災害時の一時避難地である馬橋公園方面へのアクセス向上や避難路の確保 
・周辺の消防活動の円滑化 
・中杉通りから病院への救急車両等のアクセスの改善 
・歩道設置による通学路としての安全性向上 
・自動車交通の円滑化と新進会商店街通り等への車両の流入減による 
歩行者等の安全性の向上等を図ることができる。 

○上記の周辺道路基盤の整備について、土地区画整理事業等を活用し、現在
の小学校、けやき屋敷、総合病院の３つの大規模敷地が一体になって、連続して
建物の解体・建設や敷地の整序を行うことにより、実現できる時期（平成 43 年度
（予定））、範囲等を具体的に見通すことができる。 

 
 
 
 
 
 
 
○土地区画整理事業等の施行
に向けた地権者、病院等との調
整 

災害に対する 

地域の安全性 

の向上 

（学校の震災救援所機能については、比較考察１【施設①】に記載） 

 
 

－ 
 

○病院と小学校の移転改築を契機として、震災時に甚大な被害が想定される地
域内に新たなオープンスペースを創出し、災害に対する地域の安全性向上を図
ることができる。 
（学校の震災救援所機能については、比較考察１【施設①】に記載） 

－ 

にぎわいの創出 （施設の機能については、比較考察１【施設②】に記載） － 

○駅至近の立地を活かし、杉一小跡地を一体的な街区として土地利用の見直し
を行うことにより、民間のノウハウをより有効に活用した新たなにぎわいの拠点づく
りを検討できる。 
（施設の機能については、比較考察１【施設②】に記載） 

○土地利用の見直しと地区計画
の策定に向けた調整 

みどりの保全等 

 
○小学校の改築・複合化と病院の移転改築を契機として、敷地周辺の沿道緑
化等により新たなみどりのネットワークの創出を図ることができる。 

 
○病院の移転改築や病院の跡地
活用が単独に行われることになり、
それぞれの土地所有者等の意向
を踏まえ、個別に調整する必要が
あるため、各敷地周辺の沿道緑化
等を実現できる時期、範囲等を明
確に想定することができない。 
 

 
○病院と小学校の移転改築を契機として、敷地周辺の沿道緑化等により新たな
みどりのネットワークの創出を図ることができる。 
○土地区画整理事業等の活用により、現在の小学校、けやき屋敷、総合病院の３
つの大規模敷地が一体になって、連続して行われる建物の解体・建設や敷地の
整序にあわせ、各敷地周辺の沿道緑化を実現できる時期（平成 43 年度（予
定））、範囲等を具体的に見通すことができる。 

 
○土地区画整理事業等の施行
に向けた地権者、病院等との調
整 
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比較考察２ 【まちづくり】 

25 



＜現計画（Ａ案）＞ ※金額は、概算金額とする。

事業名 項　　　目 金　　額

杉並第一小学校等複合施設建設関連費用 杉一小等複合施設建設工事費 ７０．２億円

杉一小等複合施設設計費 ２．３億円

杉一小解体費 ２．６億円

小　　　計 ７５．１億円

子ども・子育てプラザ建設費用 子ども・子育てプラザ整備費 ３．０億円

小　　　計 ３．０億円

仮設校舎建設費用等 杉一小仮設校舎リース費（３年間） ９．９億円

杉一小代替運動場整備費 １．１億円

杉一小代替運動場借地料（５年間）
※借地面積：2,316.06㎡

５．３億円

けやき公園プール解体費 １．５億円

小　　　計 １７．８億円

事業期間　5年間 合　　　計 ９５．９億円

＜詳細検討見直し計画（Ｂ案）＞

事業名 項　　　目 金　　額

杉並第一小学校建設関連費用 杉一小建設費 ３０．９億円

杉一小設計費 １．２億円

杉一小解体費 ２．６億円

環境整備費（運動場等） １．０億円

旧杉一小用地借地料（３年間）
※杉一小移転・改築中

４．８億円

（現）杉一小長寿命化対策等 ３．０億円

小　　　計 ４３．５億円

土地区画整理事業費等 区画整理事業費（調査・道路整備費等） ３．０億円

主要生活道路整備費 ５．０～１０．０億円

小　　　計 ８．０～１３．０億円

産業商工会館建設関連費用 産業商工会館建設費 ８．３億円

（現）産業商工会館長寿命化対策 ０．６億円

小　　　計 ８．９億円

阿佐谷地域区民センター等複合施設建設関連費用等 区民センター・児童館建設費 ２９．０億円

※産業商工会館の講堂(ホール)機能を 区民センター・児童館設計費 １．０億円

   補完する集会スペースを含む
(現)阿佐谷地域区民センター賃借料（１年間）
※Ａ案スケジュールに対し賃借期間延長

０．６億円

（けやき公園プールに移転改築） けやき公園プール解体費 １．５億円

小　　　計 ３２．１億円

事業期間　15年間 合　　　計 ９２．５～９７．５億円

経費積算比較表

※主要生活道路整備費については、道路整備を実現できる時期、範囲等を明確に想定することができないため、計上してい
ない。
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今後の進め方について 

 

 

（１）方針決定までのスケジュール 

  説明会及び５月上旬に開催するオープンハウスでのご意見等を踏まえ、最終的に、５

月中旬に整備方針を決定いたします。 

 

《スケジュール》 

 ４月２７日  整備方針（案）に関する説明会を開催 

          

  ５月７日   オープンハウスを開催 

   ～８日      

  ５月中旬   整備方針 決定 

 

（２）方針決定後の取組（予定） 

 

  ①各施設整備の具体化に向けた取組 

   決定した整備方針に基づき、施設ごとの整備計画等を策定します。 

   各施設の整備計画等の策定に当たっては、関係者、地域住民等の参画により検討を

進めてまいります。 

    

②阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針の策定とその推進 

   区では現在、ＪＲ阿佐ヶ谷駅・東京メトロ地下鉄南阿佐ヶ谷駅周辺を含む一体の地 

域（阿佐ヶ谷駅等周辺）のまちの将来像とその実現のための取組の方向性を示す「阿 

佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針」（以下「まちづくり方針」という。）の検討を進めて 

おり、平成 28年６月に中間まとめを作成・公表し、オープンハウスの開催等により地

域の方の意見をいただいてまいりました。 

これらのご意見等を踏まえ、決定した整備方針と整合を図り、まちづくり方針（案）

をとりまとめ、平成 29 年６月より意見募集等を経て、まちづくり方針を策定します。 
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